第３回鶴岡市障害者施策推進協議会
会議録

	日　時
	平成２７年２月１２日（木）１０：００～１２：００

	場　所
	鶴岡市総合福祉センター　にこふる　大会議室

	出席者
	別紙のとおり

	記録者
	福祉課障害福祉係　


1． 開会　　　司会進行：福祉課参事
2． 会長挨拶　　櫻井好和会長
３．協議　　　司会進行：櫻井好和会長
（1） 第４期　鶴岡市障害者福祉計画（案）について
（２）提言・ご意見その他

　委員：障害者相談支援センターで刃物を出した人がいたり、社会福祉協議会で暴力行為があったりしたが、そういう人がサービスを利用して活動する場合のことは、計画のどの部分に入っているのか。
　事務局：罪を犯した障害者については偏見を持たないでほしいが、障害者の犯罪率は２％にも満たない。この計画の中で、罪を犯した方に関して書いている部分はない。福祉と医療が連携して行う、ということになっている。
　委員：現実問題として２つの事件があった。犯罪者に対しての対応はあるべきだと思う。

　　　　そういった人たちの日中活動の場所や居場所をどうやって作るべきか示すべきだと思う。また、かつて鶴岡の福祉は先進的だと大橋先生が言っていたが、福祉アドバイザーの大橋先生からは計画についてアドバイスをもらっているのか。

　　　　また、事業所における利用者一人あたりの面積について、これまでは基準があったが、今はあいまいになってきている。それをどうするのか。
　事務局：今回の計画について、大橋先生からはアドバイスはもらっていない。事業所のスペースについては、県で基準を定めているが、狭い、男女の区分けがしにくい、などの問題があることは認識しているが、この計画に載せるべきことではないと考えている。しかし、検討していかなければならないと考えている。

　委員：今後の検討課題として、知的障害者の親亡き後の対応、支援について、地域生活相談支援拠点施設のあり方も含めて検討してほしい。また、障害福祉サービスから介護保険への移行のあり方についても検討してほしい。また、こころの医療センター、児童相談所、療育センターとあわせて発達障害支援センター併設を希望する。それから、相談支援事業所で作成するサービス等利用計画と事業所で作成する個別支援計画について、モニタリング等で突き合わせするなどして、整合性を取り、評価等を行う体制を作るべきだと思う。
　委員：触法者の自立支援について、書いてあるところが少なすぎる。もっと書くべきだ。

　委員：市の発達障害支援の窓口は、子ども家庭支援センターで良いのか。窓口をはっきり書いてほしい。就労相談支援についても、はっきりした担当窓口がほしい。

　　　　アンケートにもあったように、不安になったときに相談できるところがほしい。

　事務局：たらいまわしというご意見については理解できるが、なかなかすぐに○○室、○○課というものができるわけではない。例えば、来年度ひきこもりの窓口を健康課に設けるように、今準備を進めている。そういったことの周知も含めて行って行きたい。触法者については、障害福祉だけでなく、社会福祉、地域福祉といった広い意味での検討が必要であると考える。

　委員：「気になる子」だけでなく、自立が難しいような「気になる人」についても地域の中で支援が行えるようにすべき。
　　委員：鶴岡高等養護学校では、これまで障害者雇用で一般就労が９割だったが、発達障害等の受け入れもあり、今年度は一般就労が６割、就労支援事業所が３割、生活介護が１割となっている。今後はフレキシブルな対応が必要と考える。
4． その他

　今後のスケージュールのついての確認

以上
	鶴岡市障害者施策推進協議会委員名簿（平成２６・２７年度）

	所　　属
	職　名　等
	氏名
	出欠

	第１号
学識
経験者　　　
	東北公益文科大学　　　　　　
	准教授
	澤 邉  みさ子
	欠

	
	（社）鶴岡地区医師会　　　　　　
	おのこども診療所
	小 野　俊 孝
	欠

	
	社会福祉法人　鶴岡市社会福祉協議会　　
	事務局長　
	菅 原　　淳
	出

	
	鶴岡市民生児童委員協議会連合会　
	会　長
	竹 内　峰 子
	代理
出席

	
	元　NPO法人庄内アインシュタインの会
	理事長　
	宅 井　き く
	出

	
	知的障害者相談員
	相談員
	神 保　康 子
	欠

	第２号
関係
行政
機関　　　
	県立鶴岡病院　　　　　　　　　　
	院　長　
	神 田　秀 人
	代理出席

	
	総合療育訓練センター庄内支所
	次　長
	鈴 木　　哲
	出

	
	県立鶴岡養護学校　　　　　　　　
	校　長
	土 門　　明
	出

	
	県立鶴岡高等養護学校　　　　
	校　長
	山 下　　敦
	欠

	
	鶴岡公共職業安定所　　　　　
	統括職業指導官
	五十嵐　均
	出

	
	庄内総合支庁地域保健福祉課　　　　　
	課長
	高 橋　博 美
	出

	
	庄内児童相談所　　　　　　　
	相談判定専門員
	佐 藤　真 司
	代理出席

	第３号
障害者　　　
	鶴岡市身体障害者福祉団体連合会　
	会　長　
	佐 藤　満 子
	出

	
	鶴岡手をつなぐ親の会　　　　　
	会　長　
	橋 本　廣 美
	出

	
	温海手をつなぐ育成会　　　
	会　長　
	佐々木　秀 雄
	出

	
	障害福祉サービス利用者
	すまいるらんど
	金 子　大 介
	欠

	
	障害福祉サービス利用者
	やまびこ
	若 松　寿 夫
	出

	第４号
関係
事業者　　　　
	社会福祉法人　恵泉会　　　　　　　　　
	理事長　
	櫻 井　好 和
	出

	
	鶴岡地区障害者通所施設協議会　　　
	会　長　
	髙 橋　一 夫
	出

	
	障害者支援施設　鶴峰園　　　
	園　長　
	髙 橋　栄 一
	欠

	
	障がい者地域生活支援センター「翔」
	所　長
	齋 藤　昌 子
	出

	
	社会福祉法人　月山福祉会
	理事長　
	石 川　一 郎
	出


